
デジタルガバナンスコード3.0推進資料
-

〜DX経営による企業価値向上に向けて
「小さな資本で大きな実り」

2026/09/01



デジタルガバナンス3.0とDX

デジタルガバナンスコードとは
企業がDXを継続的に推進し、デジタル技術を企業
価値の向上につなげるために、経営者が実践すべ
き事項を⽰した指針

DXとは
「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタ
ル技術を活⽤して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービ
ス、ビジネスモデルを変⾰するとともに、業務そのものや、組
織、プロセス、企業⽂化・⾵⼟を変⾰し、競争上の優位性を確
⽴すること



DXに求められる５つの柱

1.経営ビジョン・ビジネスモデルの策定
2.DX戦略の策定
3.DX戦略の推進
3-1.組織つくり
3-2.デジタル⼈材育成・確保
3-3.ITシステム・サーバーセキュリティ
4.成果指標と設定・DX戦略の⾒直し
5.ステークホルダーとの対話



DXに求められる５つの柱
1.経営ビジョン・ビジネスモデルの策定

〈経営ビジョン〉
-Mission
私たちが提供した製品が安定して稼働することに注⼒し、顧客と地域経済を⽀
え、そして笑顔が溢れる業界になるように努めることが私たちの使命です。

-Vision
⽇本⼀”ありがとう”を⾔われる機械屋を⽬指します。



DXに求められる５つの柱
1.経営ビジョン・ビジネスモデルの策定

〈ビジネスモデルの⽅向性〉
経営ビジョンを実現するために以下の⽅向性で取り組みます。
・万⼈感謝
私たちは、誰に対しても明るく元気な挨拶を⼼がけ、尊重、尊敬、感謝の気持ちを持って⾏動し、良き⼈間関係を
築きます。
・他責改善
私たちは、何事も他の責にする前に、まず⾃⼰の問題として取り組み、あらゆる観点から⾒つめ直し、改善に努め
ます。
・スピード完結と報告連絡
私たちは、常に優先順位を意識し⾏動し、計画・段取りを考え、迅速に仕事に取り組み納期を遵守完結し、迅速に
関係者に報告連絡します。
・コスパ上々
私たちは収⽀のバランスを考え、費⽤対効果を常に意識して、効率よく⾏動し、コストパフォマンスを⾼めます。
・ストップ”できません”
私たちは、何事に対しても”まずやってみます”の精神で仕事に励みます。できない⽅法を探さないでできる⽅法を
考え、常に成功をイメージします 。



DXに求められる５つの柱
2.DX戦略の策定

デジタル技術で「少ない資本で、⼤きな実り」
当社は、急速に進展するデジタル社会に対応し、⽣産性の向上とワークラ
イフバランスの両⽴を図るとともに、「少ない資本で、⼤きな実り」を実
現するため、DXを重要な経営戦略の⼀つとして推進しています。
デジタル化そのものを⽬的とするのではなく、業務の無駄や属⼈化を減ら
し、⼈がより付加価値の⾼い仕事に取り組める環境をつくること、さらに
社内で培ったデジタル技術やノウハウをお客様の課題解決へつなげること
を⽬指しています。



DXに求められる５つの柱
2.DX戦略の策定

○ デジタルによる⽣産性向上と働きやすい環境づくり
技術部⾨では、設計が作成した3D CADデータを機械加⼯⼯程へ連携し、CAD/CAMによる加⼯プログラム作
成やロボットシミュレーションによる事前検証を⾏っています。設計から製造までデータを有効活⽤すること
で、作業の効率化、品質の安定、⼿戻りの削減を図っています。その結果、管理職を除く技術部スタッフの残
業時間は⽉平均1.5時間となっています。また、⻑時間労働に依存するのではなく、努⼒と成果を公正に評価
する社内評価制度を基本としています。
事務部⾨では、10年前から販売管理システムを導⼊し、⾒積、発注、出荷、経理までをデータベースで⼀元
管理しています。また、グループウェアによる情報共有によって、勤務時間や勤務⽇が異なるスタッフ間でも
円滑に業務を引き継ぎ、「誰かが誰かを補完できる仕組み」を構築しています。急な⽋勤等があっても業務へ
の影響を最⼩限に抑えられる体制とし、外部コンサルタントの指導も取り⼊れながら継続的な業務改善を進め
ています。
営業部⾨では、4名で50社を超えるお客様に対応しています。電話、メール、リモート、訪問を⽬的に応じて
使い分けるとともに、グループウェア、⽇報、承認業務等をデジタル化し、営業活動を⾒える化を図り、情報
共有の迅速化と対応の抜け・重複を防ぐことで、少⼈数でも迅速なレスポンスと質の⾼い提案を可能にしてい
ます。



DXに求められる５つの柱
2.DX戦略の策定

○ 社内DXから、お客様の課題を解決するDXへ
当社は、社内で培ったデジタル活⽤の経験を新たな価値へ発展させ、今年度からIoT関連の商品・サービス
を展開しています。
当社が考えるIoTは、単に機器やセンサーを販売するものではありません。お客様へのヒアリングから現場
の問題点を抽出し、必要なデータを収集して、課題や改善効果を定量的・客観的に分析するための「分析
⼿段」としてIoTを活⽤します。
また、⼀つの課題を解決して終わるのではなく、次の課題に取り組む際にはシーケンサ等の基幹部品を可
能な限り再利⽤し、センサーやソフトウェアを⽤途に応じて変更することで、新たな分析に活⽤できる仕
組みを⽬指しています。
「課題発⾒ → データ取得 → 定量分析 → 改善 → 次の課題への再利⽤」
このサイクルによって、⼤規模な投資を前提とせず、中⼩・零細企業のスモールスタートから⼤企業の現
場における部分的な課題解決まで、業界や企業規模を問わず柔軟なデジタル化を⽀援します。



DXに求められる５つの柱
2.DX戦略の策定

○ ITインフラ・セキュリティ強化
サーバー・ネットワーク環境の更新、クラウドサービスの活⽤、情報セキュリティ
対策の強化を継続的に実施しております。
アクセス権限管理、定期バックアップ、社員向け情報セキュリティ教育などを推進
し、安全かつ安定したIT運⽤体制を整備しております。



DXに求められる５つの柱
2.DX戦略の策定

○ これからのDX

当社は今後も、設計・製造・事務・営業におけるデータ連携と業務の標準化・⾒える化を進めるとともに
、蓄積したデータやデジタル技術を活⽤した新たな商品・サービスの創出に取り組みます。
⽣産性を⾼め、働く⼈が能⼒を発揮できる環境をつくり、その成果をお客様への新しい価値へつなげる。

デジタル技術と⼈の⼒を融合し、当社の経営テーマである「少ない資本で⼤きな実り」を実現するDXを継
続的に推進していきます 。



DXに求められる５つの柱
3.DX戦略の推進 3-1.組織つくり 3-2.デジタル⼈材育成・確保

〈DX推進体制〉
・全部⾨横断のDXチームを設置、社⻑が統括責任者として施策を統括、牽引
・技術部、営業部、事務に担当を配置し、現場実装を加速
・DXチームは半年に1回レビューを⾏う。

〈⼈材育成〉
・社員向けデジタルスキル研修を体系的に企画、実施する。
・ITパスポート等の教育資料を活⽤し、基礎教育を実施する。
・AIなどを業務で利活⽤し、デジタルの効率性を実感させ、デジタル化の推進を図る。 



DXに求められる５つの柱
3.DX戦略の推進 3-1.組織つくり 3-2.デジタル⼈材育成・確保

社長

DX委員会・定例会議

技術・設計

3Dデータ活用

製造

自動化・稼働改善

営業・サービス

顧客価値・IoT

管理・IT

データ基盤・安全性

月次：施策進捗・課題 ｜ 四半期：KPI・投資判断 ｜ 年次：戦略・成熟度の見直し



DXに求められる５つの柱
3.DX戦略の推進 3-3.ITシステム・サーバーセキュリティ

「ITシステムの環境整備」

・データ基盤の構築
既存の社内データサバーを活⽤し、外出時のデータ活⽤量が増加する場合はクラウドを新規整備する。
・セキュリテー対策の強化
・業務システムの⾼度化
販管システムを都度バージョンアップして最新式とする。
・ネットワーク環境の最適化
社内ネット環境を⾼速で安定に接続すると同時に緊急時ために最適限のIT機器予備を⽤意する。 



DXに求められる５つの柱
4.成果指標と設定・DX戦略の⾒直し

02

KPI（主要⽬標）

・1個以上
各部⾨にてデジタル化を使⽤して改善取り組み件数を1個以上/半年間

・2名以上
ITバスポートの取得者を2名以上/年

・ROI達成
DX施策の投資回収（3年以内 ）



DXに求められる５つの柱
5.ステークホルダーとの対話

02

当社は、急速に変化する社会・事業環境の中で持続的に成⻑していくため、デジタル技術を積極的に
活⽤し、業務改⾰と新たな価値創出に取り組んでまいります。

DXは単なるITツールの導⼊ではなく、業務の無駄を省き、⽣産性を⾼め、社員⼀⼈ひとりがより付加
価値の⾼い仕事に取り組める環境を実現するための重要な経営戦略です。当社が掲げる「少ない資本
で⼤きな実り」を実現するため、データやデジタル技術を活⽤した業務プロセスの変⾰を全社で推進
します。

経営者⾃らがDX推進を主導し、社員と⽬標を共有しながら、働きやすさと企業競争⼒の向上を両⽴さ
せ、地域社会から必要とされ続ける企業を⽬指してまいります。

（株）プラスコーポレーション 牧平 学
2026/09/01



DXに求められる５つの柱
5.ステークホルダーとの対話 「情報セキュリティー基本⽅針」


